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神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）
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第三種郵便物認可（ ）
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１０月８日　
～１０月１７日

協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料

で
す
。
参
加
費
を
い
た
だ
く
研
究
会
は
電
話
で
お
申
込
み

の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名
　
神
奈
川
県
保
険
医
協
会

口
座
番
号
　
０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

※
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
が
主
催
す
る
全
て
の
研
究
会
等
に
は
、

珂
神
保
協
が
後
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
月
８
日
（
月
・
祝
）

１０
医
療
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
　
時
。

１３

　
月
９
日
（
火
）

１０
新
聞
編
集
会
議
　
時
。
総
務

１９

部
会
　
時
。

２０

　
月
　
日
（
水
）

１０

１０
新
聞
部
会
　
時
。

１９

　
月
　
日
（
木
）

１０

１１
医
療
事
務
講
習
会
②
　
時
　

１４

３０

分
。
第
　
回
理
事
会
　
時
　

２３

１９

３０

分
。

　
月
　
日
（
金
）

１０

１２
医
療
問
題
研
究
会
　
時
　

１９

３０

分
。
相
模
原
支
部
幹
事
会
　２０

時
。

　
月
　
日
（
土
）

１０

１３
医
療
事
務
講
習
会
③
　
時
　

１４

３０

分
。
臨
床
懇
話
会
　
時
。

１８

　
月
　
日
（
日
）

１０

１４
医
科
新
規
指
定
医
講
習
会
　１０

時
。
税
務
労
務
セ
ミ
ナ
ー
　１３

時
。

　
月
　
日
（
月
）

１０

１５
政
策
部
会
　
時
　
分
。

１９

３０

　
月
　
日
（
火
）

１０

１６
学
術
部
会
　
時
　
分
。
湘
南

１９

３０

支
部
正
副
支
部
長
会
　
時
　

１９

３０

分
。
横
須
賀
支
部
幹
事
会
　１９

時
　
分
。
医
療
・
健
康
フ
ェ

３０
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
委
員
会
　２０

時
。

　
月
　
日
（
水
）

１０

１７
接
遇
マ
ナ
ー
講
座（
横
浜
Ａ
）

　
時
　
分
。
医
療
費
電
話
相

１３

３０

談
　
時
。
新
聞
編
集
会
議
　

１４

１９

時
。
県
央
支
部
学
習
会
　
時
１９

　
分
。医
療
運
動
部
会
　
時
。

３０

２０

臨

床

懇

話

会

と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）
午
後
６
時
～

１０

１３

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
 「
肺
が
ん
を
見
落
と
さ
な
い
た

め
の
胸
部
単
純
写
真
と
胸
部

Ｃ
Ｔ
の
読
影
の供
こ
つ
僑」

講
　
師
 
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
　
呼
吸
器
内
科

部
長
 .
.
.
.
.
.
.
 
山
田
　
耕
三
氏

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

胸
部
単
純
Ｘ
線
写
真
を
一
緒
に
見
な
が
ら

①
読
影
の
手
順
、
②
肺
が
ん
を
見
落
と
さ
な
い
読
影
、

③
肺
が
ん
を
疑
っ
た
ら
、
次
の
検
査
は
？
、
④
胸
部
Ｃ

Ｔ
の
読
影
の
実
際
、
⑤
質
疑
応
答

参
加
対
象
 
会
員
限
定
（
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
も
可
）

＊
日
医
生
涯
教
育
認
定（
２
単
位
）講
座
Ｃ
Ｃ「
　
」
１５

お
申
込
み
　
研
究
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

特

別

研

究

会

　
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
癌
・
ロ
タ
に
続
き
ポ
リ
オ

不
活
化
単
独
そ
し
て
四
種
混
合
と
ワ
ク
チ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
で

す
。
で
も
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
で
死
亡
例
が
出
た
と
聞
い
た

け
ど
？
副
作
用
は
？
接
種
時
期
は
？
間
隔
は
？
同
時
接
種

は
大
丈
夫
？
？
今
回
の
特
別
研
究
会
で
は
薗
部
友
良
氏
に

こ
れ
ら
の
疑
問
を
一
掃
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

具
体
的
な
接
種
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日（
木
）午
後
７
時
　
分
～

１０

２５

１５

と
こ
ろ
 
崎
陽
軒
本
店
４
Ｆ
ダ
イ
ナ
ス
テ
ィ

テ
ー
マ
 「
子
ど
も
を
守
る
た
め
の

ワ
ク
チ
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

―
ポ
リ
オ
を
含
む
最
近
の
話
題
―
」

講
　
師
 
日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
顧
問
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｖ
Ｐ
Ｄ
（
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病

気
）
を
知
っ
て
子
ど
も
を
守
ろ
う
の
会

理
事
長
 .
.
.
.
.
.
 
薗
部
　
友
良
氏

＊
お
弁
当
の
準
備
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
出
席
の
際
は
３
日

前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
日
医
生
涯
教
育
認
定（
３
単
位
）講
座
Ｃ
Ｃ「
８
」、「
　
」、
１１

「
　
」
１２

共
　
催
 
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／
田
辺
三
菱
製
薬
叙

お
申
込
み
　
研
究
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

第
　

回
月
例
研
究
会

５１０

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
時
期
が
参

り
ま
し
た
。
今
回
は
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
関
雅

文
氏
を
お
招
き
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
（
木
）
午
後
７
時
～

１０

１８

と
こ
ろ
 
崎
陽
軒
本
店
会
議
室

テ
ー
マ
 「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

ー
重
症
化
に
対
す
る
対
応
ー
」

講
　
師
 
大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
感
染
制
御
部
　

副
部
長
 .
.
.
.
.
.
.
.
 関
　
雅
文
氏

＊
お
弁
当
の
準
備
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
出
席
の
際
は
３
日

前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
日
医
生
涯
教
育
認
定（
４
単
位
）講
座
Ｃ
Ｃ「
　
」、「
　
」、

１１

１２

「
　
」、「
　
」

２８

４６

共
　
催
 
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
／
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
叙

／
デ
ン
カ
生
研
叙

お
申
込
み
　
研
究
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

医
療
問
題
研
究
会

と
　
き
　
　
月
　
日
（
金
）

１０

１２

午
後
７
時
　
分
～
９
時

３０

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
医
療
者
の
人
権

ー
法
と
倫
理
の
相
違
ー
」

講
　
師
　
浜
松
医
科
大
学
医
学
部
教
授

大
磯
　
義
一
郎
氏

お
申
込
み
　
政
策
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

　
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会
を
、
下
記
地

区
会
場
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
講
習
会
で
は
接
客
応
対
マ

ナ
ー
の
基
本
･
言
葉
遣
い
・
基
本
動
作
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
形
式
で
行
い
、実
際
の
対
応
も
行
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
笑
顔
・
挨
拶
・
言
葉
遣
い
・
発
声
な
ど
基
礎

か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

藤
　
沢
 
　
月
　
日
（
水
）

１０

２４

藤
沢
産
業
セ
ン
タ
ー

相
模
原
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

２５

相
模
原
南
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

川
　
崎
 
　
月
７
日
（
水
）

１１中
原
市
民
館

海
老
名
 
　
月
８
日
（
木
）

１１海
老
名
市
商
工
会
館

※
時
間
は
全
て
、午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

講
　
師
　
苛
日
本
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会

参
加
費
　
一
人
に
つ
き
２
千
５
０
０
円

定
　
員
　
各
　
名
２０

参
加
対
象
　
会
員
医
療
機
関
の
ス
タ
ッ
フ

＊
　
月
　
日（
水
）横
浜
Ａ
、　
月
　
日（
木
）横
浜
Ｂ
は
、

１０

１７

１１

１５

定
員
に
達
し
ま
し
た
。

＊
参
加
者
に
は
別
途
地
図
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
組
織
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙

花
は
な
フ
レ
ー
ム
教
室

　
文
化
部
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
第
４
弾
！
今
回

は
、
フ
レ
ー
ム
を
額
に
見
立
て
て
、
そ
の
中
に
花
や
ミ
ニ

観
葉
植
物
な
ど
を
植
え
込
む
と
い
う
新
し
い
「
額
の
中
で

風
景
を
生
み
出
す
生
の
立
体
画
」
の
よ
う
な
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
を
作
り
ま
す
。
講
師
は
前
回
と
同
じ
江
戸
谷
初
巳
氏

で
す
。
で
き
あ
が
り
は
　
×
　
㎝
と
か
な
り
立
派
な
も
の

４５

６０

で
す
が
、
誰
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
毎
回
す
ぐ
に
定
員

一
杯
と
な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
込
み
を
！

と
　
き
　
　
月
　
日
（
土
）

１１

１０午
後
３
時
　
分
～
５
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
平
沼
集
会
所

（
相
鉄
線
「
平
沼
橋
駅
」
よ
り
徒
歩
７
分
）

テ
ー
マ
 「
花
は
な・フ
レ
ー
ム
で
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
作
ろ
う
」

講
　
師
 
江
戸
谷
　
初
巳
氏

参
加
費
 
７
千
円

定
　
員
 
　
名
　

２０

参
加
対
象
　
会
員
・
ご
家
族
・
従
業
員

お
申
込
み
　
文
化
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

芥

貝

開

凱

蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹

蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹蟹

階
階
階
階
階
階
階

階
階
階
階
階
階
階

歯
科
臨
床
研
究
会

　
近
年
、
オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
修
復
は
機
械
的
強
度
に
優

れ
た
ジ
ル
コ
ニ
ア
が
応
用
さ
れ
、
臨
床
へ
の
応
用
範
囲
も

大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
白
い
歯
の
補
綴
装
置
は
、
ヒ
ト

の
笑
顔
に
対
す
る
自
信
を
取
り
戻
し
、
人
生
を
明
る
く
す

る
。
し
か
し
、
硬
く
て
脆
い
と
い
う
物
性
的
特
徴
か
ら
、

補
綴
装
置
の
破
折
や
対
合
歯
に
過
度
の
摩
耗
を
引
き
起
こ

す
な
ど
の
問
題
点
も
有
し
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の

利
点
欠
点
を
整
理
し
、
材
料
的
な
特
性
を
考
え
た
補
綴
治

療
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

と
　
き
　
　
月
１
日（
木
）午
後
７
時
～
９
時

１１

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
 「
オ
ー
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク
修
復

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」

講
　
師
 
鶴
見
大
学
歯
学
部
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴
学

講
座
　
教
授
.
.
.
.
.
.
小
川
　
匠
氏

参
加
対
象
 
歯
科
会
員
（
ご
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
）

＊
日
本
歯
科
医
師
会
生
涯
研
修
事
業
認
定
研
修
会

お
申
込
み
　
歯
科
部
会
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

奄

掩

延

援

宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴

宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴

怨
怨
怨
怨
怨

怨
怨
怨
怨
怨

開
業
医
の
労
務
管
理
基
礎
講
座

　
ス
タ
ッ
フ
の
労
務
管
理
は
重
要
で
す
。職
員
採
用
方
法
、

労
働
条
件
通
知
書
の
作
成
、
就
業
規
則
作
成
ま
で
を
３
回

に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
　「
パ
ー
ト
職
員
の雇用

管
理
な
ど
」

と
　
き
　
　
月
１
日
（
木
）

１１

講
　
師
 
社
会
保
険
労
務
士
 .
.
 
三
井
田
　
浩
氏

第
２
回
　「
女
性
に
関
す
る
特
別
規
制
／

育
児
・
介
護
休
業
制
度
な
ど
」

と
　
き
　
　
月
８
日
（
木
）

１１

講
　
師
 
社
会
保
険
労
務
士
 .
.
 
本
多
　
理
一
氏

第
３
回
　「
給
与
規
定
の
作
成
／

就
業
規
則
の
作
成
な
ど
」

と
　
き
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

１５

講
　
師
 
社
会
保
険
労
務
士
 .
.
 
菅
原
　
由
紀
氏

■
時
間
・
場
所
は
全
て
、
午
後
２
時
～
５

時
、
協
会
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

参
加
費
　
テ
キ
ス
ト
代
１
千
５
０
０
円

（
月
刊
保
団
連
臨
時
増
刊
号「
医
院
経
営
と
雇
用

管
理
２
０
１
０
年
度
版
」を
ご
持
参
の
方
は
、テ

キ
ス
ト
代
は
不
要
で
す
。）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
、
ご
家
族
も
可
）

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴

県
央
支
部
学
習
会

　「
県
下
市
町
村
や
各
団
体
へ
の
補
助
金
廃
止
」、「
県
の
施

設
廃
止
」
―
皆
様
は
、
私
た
ち
県
民
の
生
活
を
直
撃
す
る

内
容
が
、
県
の
歳
出
削
減
に
つ
い
て
協
議
す
る
外
部
有
識

者
会
議
「
神
奈
川
臨
調
」
に
お
い
て
現
在
検
討
中
で
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
中
に
は
、
休
日
急
患

診
療
所
や
看
護
学
校
の
運
営
補
助
費
、
精
神
科
救
急
基
幹

病
院
な
ど
、
県
内
各
市
の
地
域
医
療
に
甚
大
な
影
響
を
お

よ
ぼ
す
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
黒
岩
県
知
事
も
次
年

度
予
算
へ
の
反
映
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。
学
習
会
で

は
、
自
治
体
問
題
に
詳
し
い
講
師
を
招
き
、
神
奈
川
臨
調

の
提
言
内
容
の
う
ち
、
特
に
医
療
・
福
祉
に
絞
っ
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日（
水
）午
後
７
時
　
分
～

１０

１７

３０

と
こ
ろ
　
海
老
名
市
文
化
会
館

（
各
線
「
海
老
名
駅
」
よ
り
徒
歩
５
分
）

テ
ー
マ
　「
県
民
の
暮
ら
し
を
破
壊
す

る『
神
奈
川
臨
調
』と
は
？
」

講
　
師
　
神
奈
川
自
治
体
問
題
研
究
所

　
　
　
　
常
任
理
事
 .
.
.
.
.
.
.
 小
畑
　
一
氏

定
　
員
　
　
名
３０

お
申
込
み
　
県
央
支
部
雑
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙


